
第 18回
全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

期 日 平成 6年 8月 6日 (土)～ 8月 7日 (日 )
場 所 八 戸 市 体 育 館

主  催 財団法人 日本バドミントン協会
社団法人 全国高等専門学校体育協会

主  管 青森県バドミントン協会・八戸工業高等専門学校
後  援 文部省・青森県・青森県教育委員会

財団法人 青森県体育協会・八戸市
八戸市教育委員会
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表 紙 写真 説 明

八戸市は海から発展した都市である。水産水揚数量全国一、二の漁港を持つ水

産都市、製造業出荷額青森県の約42%の工業都市、そして下北半島から岩手県北

に至る地域を商圏とする商業都市でもある。写真中央の漁港の他に漁港は2つあ

る。海に接する広い台地には街並みが内陸へと広がる。写真前方の新井田川 (手

前)と 馬淵川に架橋の八戸大橋、馬淵大橋があり、八戸大橋の左方に第一工業

港、それらの橋付近に立地する重化学工業地区、第二工業港、北海道とのフェ

リー埠頭、コンテナ埠頭、海上自衛隊八戸基地の飛行場等が遠望される。海面に

見える二つの防波堤の中にポートアイランドが計画され工事が進行中。市の人口

は約25万人、中心街はこの写真の区域の 2キロほど内陸にある。
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財団法人 日本バ ドミントン協会

会 長 櫻 内 義 雄

このたび、第18回全日本高等専門学校バ ドミントン選手

権大会が、青森県八戸市体育館で開催されますことは誠に喜

ばしい限りであります。

全国各地の予選を勝ち抜かれ、晴れの代表として出場された選手諸君はこれまでたゆま

ぬ練習をつまれ、本大会を目指してこられたものと推察いたします。日頃の成果を存分に

発揮され、正々堂々と、全力を尽くし、輝かしい成績を挙げられることを期待しておりま

す。

本大会は競技技術の向上はもとより、心身の成長を培い、健全なスポーッ精神を養う場

でもあります。勝敗のみにこだわることなく、この大会を機に、高等専門学校相互の親睦

や交流がよリー層深められ、さらに、本大会で得られた友情や交流の経験が今後の諸君の

人生の中で生かされることを願ってやみません。

おわりに、本大会の開催にあたりご尽力をいただきました関係者の皆様に深く感謝の意

を表しますとともに、本大会の成功と今後のご発展を心からお祈り申し上げまして挨拶と

いたします。

拶
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大会会長あいさつ

社団法人 全国高等専門学校体育協会

会長 春 山 志 郎

北東北随一の工業都市ここ八戸市において第 18回全日本

高等専門学校バ ドミントン選手権大会が開催されますこと

は、誠に喜びに堪えません。

コミュニティースポーツとしてますます愛好者が増加しているバ ドミントン競技は、フェ

アプレイのスポーツとしての価値観から青少年のモラルの低下に対 しても、バ ドミントン

を通 じて健全な心身を育成するという意義は計り知れないものがあります。

各地区予選を勝ち抜き晴れの代表となった選手諸君は、フェアプレイの精神で心身のベ

ス トを尽 くし旺盛なスポーツマンシップを発揮されて、日頃磨かれた技量とスポーツマン

としての意気と力をもって存分に善戦敢闘されることを期待 します。

また、若さと情熱ほとばじる爽やかな試合を通 して友情を深められることは、高専生活

をさらに充実 したものとし、将来、社会において活躍する上で貴重な経験となるものと確

信 します。

本大会の開催に当たりご尽力いただきました日本バ ドミントン協会、青森県バ ドミント

ン協会、八戸工業高等専門学校の関係各位に深 く感謝申し上げますとともに、ご支援下さ

いました文部省、青森県、青森県教育委員会、青森県体育協会、八戸市、八戸市教育委員

会をはじめ多数の関係団体に衷心より厚 く御礼申し上げます。
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青森県バ ドミントン協会

会長 清 藤 六 郎

このたび、第 18回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権

大会がここ八戸市体育館で開催されますことは、誠に喜ば し

く、心から歓迎を申し上げます。

全国各地から厳 しい予選を勝ち抜き、代表として出場をはたした選手の皆さん、日頃の

練習の成果を存分に発揮され、より強 くより速く、さわやかにプレーし、我々に感動を与

えて下さるよう期待いたしております。

本大会は、全国からバ ドミントンを愛好する皆さんが一堂に会する場であり、互いの親

睦や交流を深めるまたとない機会であります。豊かな自然と港の町八戸での大会が、皆様

の思い出多い大会となりますよう心から願ってやみません。

おわりに、本大会の成功と今後のご発展を心からお祈り申しあげ挨拶といたします。
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八戸工業高等専門学校

校長 永 井 伸 樹

第 18回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が、青

森県バ ドミントン協会、および本校が主管となって、八戸市

で開催されることになりましたのは、本校教職員一同の光栄

とするところであります。全国各地区の予選を勝ち抜かれて参加された選手諸君並びに関

係教職員の皆様を心から歓迎いたします。

選手諸君には、日頃鍛錬された実力を遺憾なく発揮して、地区と母校の栄光のために正々

堂々と戦い、わかいエネルギーを存分に燃やして、悔いのない試合をされることを期待い

たします。

開催地八戸市は、人口24万人で、太平洋に面 した北東北最大の漁業、工業、貿易の港町

であり、また南部藩ゆかりの史跡が残る歴史と伝統に育まれた文化産業都市であります。

この地において、参加されました諸君が試合を通 して互いに友情を深めることができれば、

この上 もない喜びであります。

終わりに、本大会を開催するに当たり多大のご後援とご支援を賜った、青森県バ ドミン

トン協会、八戸市バ ドミントン協会をはじめ、関係諸団体および役員各位に深 く感謝の意

を表 します。
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大 会 日 程

17:00～    代表者会議 (八戸市スポーツ研修センター)

開

開 (八戸市体育館 )
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団体戦
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女子個人戦複

開  場
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大 会 役 員

大 会 会 長   岡日本バ ドミントン協会会長

大 会 副 会 長   問全国高等専門学校体育協会会長

側日本バ ドミントン協会副会長

青森県バ ドミントン協会会長

問全国高等専門学校体育協会副会長
″

″

青森県バ ドミントン協会副会長

顧 間

″

″

八戸市バ ドミントン協会会長

青森県知事

青森県教育委員会教育長
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競技運営上の注意事項

1.本大会は、平成 6年度囲日本バ ドミントン協会競技規則並びに大会運営規定により実
施致 します。

2.選手は試合予定時刻の30分前 (各 日とも第 1試合は開始予定時刻の15分前)ま でに会
場に到着 しておいてください。

3。 競技進行の都合上、試合時刻または試合コー トを変更することがありますので、本部

の放送に注意 しておいてください。

4.本部がオーダー用紙の提出あるいは試合開始の放送を行った後、10分経過 してもこれ
に従わない場合には、原則として棄権とみなします。

5。 全試合において、試合前に 3分間の練習時間を設けます。ただし、コー トに到着 して

からの時間とします。

6。 団体戦は、単・ 複同時に進行 します。また、準決勝からは 2点先取をもって打ち切 り

とします。ただし、複および単 1は必ず試合を終了させます。

7.個人戦が 2試合以上連続する場合は、10分の休憩をおきます。
8。 試合中はコー ト外に出ないようにしてください。汗拭きのタオル・ ラケットなどは所

定の位置のかごの中にいれておいてください。

9.競技区域内には出場選手および監督 。マネージャー・ コーチ以外は立ち入 らないで く
ださい。

10。 閉会式は競技終了後直ちに行います。

11。 所持品は各自の責任において管理 してください。

12。 会場使用上の注意事項は厳守 してください。

審判上の注意事項

1.審判は、平成 6年度囲日本バ ドミントン協会競技規則並びに0日本バ ドミントン協会
公認審判員規定によって運営致 します。

2.サ ービスジャッジは置きませんが、プレイヤー並びに代表者から要請があれば主審の

判断でつけます。

3。 ファイナルの場合は、 5分間以内の休憩を置きます。

4.事故等の場合、主審および審判長競技の上、試合の継続または棄権等の決定をします。
5。 シャトルの飛距離などシャトルの良否については主審が判断します。

6.汗などでコー トが濡れた場合には、主審に告げてください。線審に処置させます。

-11-
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体育館使用上の注意

当体育館において、学生としてのマナーに十分心掛けてください。

放送に注意を払い、集合に遅れないようにしてください。なお、ロビーにおける練習・

空きコー トにおける練習は一切禁止 します。

貴重品、その他の所持品は各自の責任において管理 してください。

3階の観覧席の選手控え席は地区毎に表示していますので、その席をご利用ください。
土足禁止です。なお、松ヤニ等の床を汚す滑り止めは使用禁止です。

ゴミ、空き缶の後始末をお願いします。色分けしたビニール袋を渡 しますので、可燃

物、不燃物を分けてご利用 ください。弁当殻は午後 2時までにホールの受付まで持 っ

てきて ください。

着替えは更衣室で行ってください。

喫煙は指定場所以外では厳禁です。

会場におけるフラッシュ撮影はご遠慮ください。
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会場案内図 (八戸市体育館)

2階 平面図

3階 平面図
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第18回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

タ イ ム テ ー プ ル

ただし、Tは団体戦、MDは男子個人戦複、MSは 男子個人戦単、LDは女子個人戦
複、LSは女子個人戦単を示す。

開 始 予 定 時 刻 1 2 3 4 5 6 7 8

第

1

日

目

9 : 00 開
△
2= 式

9 :40 T-1 T-2 T-3 T-4

11 :00 T-5 T-6 T-7 T-8

12 : 20 T-9 T-10

13:40 T-11 LDl LD2 LD3 LD4

15 : 00 MDl MD2 MD3 MD4 MD5 MD6 MD7 MD8

15 : 35 MD9 MD10 MDll MD12 M D13 M D14 M D15 MD16

16 : 10 M D17 M D18 M D19 M D20 LD5 LD6 LD7 LD8

M D21 M D22 LD9 L D10

17 : 20 M D23 L Dll

第

2

日

目

9 : 00 MSl MS2 MS3 MS4 MS5 MS6 MS7 MS8

9 : 35 LSl LS2 LS3 LS4 LS5 LS6 LS7 LS8

10 : 10 MS9 M S10 M Sll M S12 M S13 M S14 M S15 M S16

10:45 LS9 L S10 L Sll L S12 L S13 L S14 L S15 LS16

11 : 20 M S17 M S18 M S19 M S20 L S17 L S18 L S19

11 : 55 M S21 M S22 L S21 L S22

12:30 M S23 L S23

13 : 30 閉    会    式

-14-

16:45

L S20



競 技 組 合 せ
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選 手 名 簿

北 海 道 地 区

学 校 名 苫小牧工業高等専門学校

監   督 三 河 佳 紀

マネージャー

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1

かま  だ

鎌 田
あきら

聡 5 ○ ①

2
いの  ぐち  かす  ゆき
井 ロ ー 行 5 ○ ② ①

き   とう      けん

佐 藤   健 4 ○

4
お  がわ     おさむ

小 り|1  修 4 ○

5
しも  だ  たく  ろう
下 田 託 郎 4 ○

6
ふし   た

藤 田
あさら

彰 4 ○

7
ひき  の  ゆき  や
久 野 幸 也 4 ○

8
ま   き  ひて  かす
員 木 秀 和 4 ○

学 校 名 旭川工業高等専門学校

監   督 遠 藤   岡1

マネージャー

女 子 選 手 名 学 年 単 複

1

まつ  ばら

松 原 ゆかり 5 ① ①

2
くす   の   ゆ   か

楠 野 由 佳 2 ② ①

学 校 名 函館工業高等専門学校

監   督 小 原 寿 幸

マネージャー

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1

さい  とう  てつ  お

斉 藤 哲 雄 4 ① ②

2
たか  はし  まさ  のよ

高 橋 正 亘 2 ②
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東 北 地 区

学 校 名 福島工業高等専門学校

監   督 橋 本 孝 一

マネージャー 箱 崎   忍

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

こう  へい

公 平
まなぷ

学 5 ○

2
なか  がわ  しんいちろう

中 川1 真一郎 5 ○

3
なか む ら  まき ひろ

中 村 昌 広 4 ○

4
すず き  なお  と
鈴 木 直 人 4 ○ ①

5
たか  Iま ぎ  みつ  お

高 萩 光 央 3 ○

6
たか lま し だい すけ
高 橋 大 輔 3 ○

7
たか  lま し  まさ ひろ

高 橋 政 博 2 ○

8
みず ぐち とも やす
水 口 有 康 2 ○

宮城工業高等専門学校

監   督 佐 藤 和 彦

マネージャー 芳 賀 武 志

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1

たか やま  なお  と

高 山 直 人 5 ①

2
え もと とも oこ
江 本 智 彦 3 ①

女 子 選 手 名 学 年 単 複

1

おお く |ヨ  のり こ
大久保 範 子 3 ② ③

2 )爆 難 :L 3 ③

学 校 名 一関工業高等専門学校

監   督 加 藤 治 雄

vi-)t-

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1

ち  ば  ひろ ゆき

千 葉 博 之 3 ②

女 子 選 手 名 学 年 単 複

1

た   だ

多 田
めぐみ

恵 4 ④ ②

学 校 名 仙台電波工業高等専門学校

監   督 伊 東 正 道

マネージャー

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1

いた ば し じぃん いち

板 橋 純 一 5 ②

2
ふる |ま し    たけし
古 橋   健 3 ②

女 子 選 手 名 学 年 単 複

1
み  う ら
三 浦

しのぶ

忍 2 ③

学 校 名 秋田工業高等専門学校

監   督 田 畑 季 章

マネージャー 渡 辺 奈美子

女 子 選 手 名 学 年 単 複

1

あお  やま  み ゆ き
青 山 美由紀 5 ① ①

2
すが わら さち  こ
菅 原 幸 子 4 ①
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関東信越地 区

学 校 名 長岡工業高等専門学校

監   督 鈴 木 雅 之

マネージャー 中 村 明 靖

選  手  名
燿多
f

年

団

体

個人

単 複

こ  いけ  なお  き

小 池 尚 己 5 ○ ③

2
な り  た  こ う  き

成 田 幸 樹 5 ○ ③

3
や ま ざし かず ひろ
岸 和 弘山 5 ○

4
あ  だち  |夕 い すけ
安 達 圭 輔 4 ○

5
いち むら まさ ひろ
市 村 雅 弘 3 ○

6
かわ  むら  のよ よし
川 村 信 義 3 ○

7
なん  ば  ゆき ひと
難 波 行 仁 3 ○ ④

8
たか は じ    あさら

高 橋   章 3 ○ ① ④

女 子 選 手 名 学 年 単 複

1
だいかいじ ゆ う  こ

大海寺 優 子 2

学 校 名 小山工業高等専門学校

監   督 斉 藤 光 司

マネージャー 伊 藤 里 栄

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1

さ とう たか ゆき
佐 藤 貴 之 5 ○

2
しん  や  きよ たか

新 屋 清 隆 5 ○

3
さ  や ま  とも ひろ

佐 山 智 弘 5 ○

4
きか まき  ゆう

酒 巻 裕
い ち

4 ○ ④

みね ぎし だい すけ
峯 岸 大 介 4 ○

6
ほう  しょう かつ  み

北 條 勝 己 2 ○ ③

7
きた む ら  しん すけ
北 村 伸 介 2 ○ ②

8
かす や  よう すけ
粕 谷 陽 介 2 ○

学 校 名 木更津工業高等専門学校

監   督 東 雄

マネージャー 佐々木 哉 之

女 子 選 手 名 学 年 単 複

1

さ  しょう みち  よ

佐 生 道 世 2 ⑤ ②

2
おお  にし
大 西 さやか 2 ②

学 校 名 東京工業高等専門学校

監   督 西 村   亮

< l.-') t - 藤 田 陽 子

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1

かも がわ ひろ し
鴨 川1 泰 史 5 ①

2
こん どう      せい

近 藤   整 4 ①

3
こ た に  み  つ ぐ

小 谷 美 嗣 5 ②

4 爾 蓉 横ぜ 4 ②

女 子 選 手 名 学 年 単 複

1

えん どう     みゆき
遠 藤   幸 5 ② ①

2
かも がわ  な  お
鴨 川1 奈 緒 2 ① ①
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東 海 地 区

学 校 名 岐阜工業高等専門学校

監   督 所   哲 郎

マネージャー 松 野 仁 美

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1

やま ぎき  むつ もと

山 崎 睦 素 5 ○ ②

2
すぎ やま もり ひろ
杉 山 守 広 4 ○ ① ②

やま ぐち  でつ  し

山 口 哲 史 4 ○

4
たか  ど  のり ひろ
高 木 規 宏 3 ○

5
たか  の

高 野
ふ み ひろ

博文 3 ○

6
なか  い  よじ ふみ

中 居 芳 文 3 ○

女 子 選 手 名 学 年 単 複

1
はや かわ  けい  こ

早 川1 恵 子 4 ①

2
おか  だ  し,ん   こ

岡 田 順 子 4 ①

3
つ ち  だ   あ  き

土 田 亜 希 3 ①

学 校 名 沼津工業高等専門学校

監   督 川 上   誠

マネージャー

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1

ます  だ

増 田
や す し
」ヒ

泰 5 ①

2
ます  だ  さだ ひろ

増 田 禎 宏 5 ①

学 校 名 鳥羽商船高等専門学校

監   督 原 田 秀 己

マネージャー

女 子 選 手 名 学 年 単 複

だ
田

い
涎

か
愛

う
０ ②

豊田工業高等専門学校

監   督 杉 浦 藤 虎

マネージャー 池 田 美貴代

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1
_ヽ  ヽ  と_う  り,う   0ヽち

伊 藤 龍 一 3 ②
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北 陸 地 区

学 校 名 石川工業高等専門学校

監   督 金 寺   登

マネージャー 藤 沢 友紀子

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1
まつ  お  とみ  お

松 尾 富 雄 5 ② ②

2
ににし むら かす たか
西 村 一 剛 2 ②

女 子 選 手 名 学 年 単 複

1

ふ く しま  ち  が

福 島 千 夏 4 ① ①

2
む ら  い  ゆ う  こ

村 井 優 子 4 ②

3
わた なべ  ま ゆ こ

渡 辺 真由子 ①

学 校 名 富 山工業高等専 門学校

監   督 高 瀬   泰

マネージャー 安 田 隆 治

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

いそ  べ  たか  ひろ

磯 部 貴 弘 5 ○ ① ①

2
あき  の  ひ と  し

浅 野 仁 志 5 ○

3
はり ばた ひろ のり
堀 端 浩 則 5 ○

4
さか  もと  まさ  き
坂 本 正 紀 4 ○

5
ほり  た     つとむ
堀 田   勉 3 ○

6
つか  だ  けん  じ
塚 田 健 二 3 ○

7
はり  き      さとし
針 木   聡 3 ○

8
きかい     ひろ  あき

堺   博 明 2 ○ ①
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近 畿 地 区 中 国 地 区

奈良工業高等専門学校

監   督 野々垣   稔

マネージャー 山 本 純 平

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

いわ む ら    まこと

岩 村   慎 5 ○

2
つつ  い  たか

筒 井 崇
ふ み

史 5 ○

3
た

田
ぐ ち けい

圭口 4 ②

4
おく む ら  たか  し

奥 村 岳 史 4 ○ ② ②

5 属橋 搭壁 4 ○

6
もと おり しん や
本 居 伸 哉 4

⌒
∀

7
ふ   け  のぶ  ひろ

福 家 信 洋 3
⌒
V ① ①

8
やま ぐち  しん  じ

山 口 真 治 3 ○ ①

女 子 選 手 名 学 年 単 複

1

いずみ      ま ゆ み
泉   真由美 5 ① ①

2
やま した  けい  こ

山 下 恵 子 4 ②

3
つ い  き  く み こ

築 城 久美子 5 ①

学 校 名 徳山工業高等専門学校

監   督 江 口 賢 和

v*-9t- 義 永 常 宏

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

まつ  なか  し 1プ  き

松 中 誉 樹 4
⌒
∀ ②

2
やま もと l夕ん すけ
山 本 謙 介 4 ⌒V ②

3
なら おか    ゆう
村 岡   雄 4

⌒
V

4
とく もと あき みつ
徳 本 顕 光 4

⌒
Ψ

5
まつ  だ  ひろ あき

松 田 浩 朗 4
⌒
Ψ

6
うめ  だ  たか ひろ

梅 田 貴 弘 3 ○

学 校 名 宇部工業高等専門学校

監   督 重 田   賞

マネージャー

選  手  名
理■

「

年

団

体

個人

単 複

1

い く  た

生 田
の り  と

憲 人 4 ①

2
みや ぎき
宮 崎

ひ ろ し
」ヒ
′tンヽ宏 3 ① ①

学 校 名 米子工業高等専門学校

監   督 藤 田 忠 義

マネージャー 柳 田 忠 雄

女 子 選 手 名 学 年 単 複

1

い な  た

稲 田
ま ゆ こ

真由子 4 ① ①

2
き  とう  く  み
佐 藤 久 美 4 ② ①
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四 国 地 区

九 州 地 区

学 校 名 高松工業高等専門学校

監   督 関 原   武

vi- )r -

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

とまり     しんいちろう
泊   真一郎 5 ○ ①

2
やす  だ  し ん゙  じ
安 田 春 二 4 ○ ① ①

3
さん がわ  しんのすけ
寒 川1 慎之介 4 ○

4
むら

村
かみ

上
まこと

誠 4 ○

5
なが お  かす ひろ
長 尾 和 浩 3 ○

6
もり

森
ぐ ち わたる

日 3 ○

7
なか やま  ま さ  と

中 山 真 人 3 ○

8
すぎ もと    つよし
杉 本   強 2 ○

学 校 名 新居浜工業高等専門学校

監   督 西 谷 郁 夫

マネージャー

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1

と   だ

戸 田
か ず ひ こ

彦 5 ②

2
うま こし  ひで の り
馬 越 秀 教 5 ②

女 子 選 手 名 学 年 単 複

1 活穆 雷 :L 4 ① ①

2
せ  わ け  ま な み
瀬 分 真名美 4 ② ①

学 校 名 高知工業高等専門学校

監   督 赤 松 重 則

マネージャー

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1 出
ぐち  ただ
口 忠 彦 4 ②

学 校 名 久留米工業高等専門学校

監   督 高 橋 和 文

田 中   誠

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1 エディー・ スウェイト 4 ①

学 校 名 大分工業高等専門学校

監   督 鹿 毛 正 治

<l'-iJr- 井 上 加奈子

女 子 選 手 名 学 年 単 複

の
野
え
重
み
三

こ子諄昌 ③

学 校 名 北九州工業高等専門学校

監   督 白 神   宏

vi- Ii, -

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1

ふ じ

藤
な が かず ひろ

和  宏水 4 ③

2
か

甲 斐
よ し  き

義 樹 3 ③
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学 校 名 有明工業高等専門学校

監   督 中 島 洋 典

vi-9t- 森   恭 子

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1

な か  た  けん  じ

中 田 健 二 5
⌒
ヽノ ③

2
ひら かわ    さとる

平 川   啓 5 ○

3
か ま  た
釜 田

かず のり
和 紀 5 ○ ③

4
き  ど  ゆき のぶ

城 戸 幸 信 5 ○ ②

5
たか  ぎ  くに とし

高 木 邦 俊 4 ○

6
よし とみ  たか  し

吉 冨 貴 司 4 ○

7
おく ぞの

奥 苑
や す ゆき

教泰 3 ○

8
き  も と  こういちろう

木 本 孝一郎 3 ○

女 子 選 手 名 学 年 単 複

1

ひ ら  た  ひ ろ  み

平 田 宏 美 4 ①

2
あ  な ん  の り  こ

阿 南 典 子 4 ②

3
おか  べ  ゆ う  こ

岡 部 裕 子 4 ②

4
なが まつ みず  ほ

永 松 瑞 穂 2 ② ①

学 校 名 八代工業高等専門学校

監   督 久保田   智

マネージャー

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

たけ した しょうご ご

竹 下 昭 吾 5 ②

2
い :ナ  だ  しゅう
池 田 秀

いち

5 ②

3
まえ  だ  たか  ひこ

前 田 孝 彦 2 ①

4
その  だ  たか  し

園 田 高 士 1 ①

学 校 名 熊本電波工業高等専門学校

監   督 河 合 浩 明

マネージャー 二 次 真 美

女 子 選 手 名 学 年 単 複

し  がき  とも  み
紫 垣 智 美 ①

学 校 名 佐世保工業高等専門学校

監   督 小 原   彰

マネージャー 和 田 憲 治

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

1

くに  もと  しん  いち

國 本 員 市 5 ○ ③

2
ほん  だ

本 田
あきら

晃 5 ○

3
|`   ば      とおる

馬 場   徹 4 ○

4
の  さき あき ひろ
野 崎 昭 宏 4 ○

5
うえ むら だい すけ
上 村 大 輔 3 ○ ③

6
いわ  なが  とし たか
岩 永 敏 孝 3 ○

7
やま さき     まなぶ

山 崎   学 3 ○

8
さか もと り,う  た
坂 本 竜 太 3 ○

女 子 選 手 名 学 年 単 複

1
きわ      み ゆ き
澤   美由紀 4 ④
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開  催  校

学 校 名 八戸工業高等専門学校

監   督 工 藤 隆 男

マネージャー 小笠原 佳奈子

選  手  名
学

年

団

体

個人

単 複

アハマ ド●ラジ 5 ○ ○ ○

2
はそ かわ    おきむ
細 り|1  修 4 ○ ○

3
つ る  が  か ず  や

敦 賀 和 也 4 ○ ○

4
な り  た  こう いち
成 田 孝 一 3 ○ ○

5
な り た  たつ の り
成 田 達 則 3 ○

6
なか むら たか  し
中 村 卓 志 3 ○

7
かしわ ざき  と し  き
柏 崎 寿 樹 3 ○

8
な   ら  ひで  き
奈 良 英 輝 2 ○ ○
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栄 光 の 記 録
大 会 会場 種  目 1   位 2 位 位

う
０

第

回

旭

川

団  体 宮    城 長    岡 佐 世 保 釧    路

個 人
(複 )

山 本 和 徳
平 間 次 男
(宮 城 )

小 林 俊 仁
池   為 弘
(旭 川 )

里亜盟落古
(苫小牧 )

個 人
(単 )

小 林
(旭
俊 仁
川 )

池   為 弘
(旭 川 )

本 間 道 英
(長 岡 )

第

回

宮

城

団 体 宮    城 旭   川 佐 世 保 長    岡

個 人
(複 )

昆 野 良 久
太 田 博 道
(宮 城 )

小 野
松 浦
(宮  城 )

裕
勇
小 山
谷
(福

馨
茂 則
井 )

玉 村
小竹原
(福

嘉 男
勝 浩
井 )

個 人
(単 )

昆 野 良 久
(宮  城 )

金 山 尚 幸
(高 松 )

馨′
Jヽ 山
福( 井 )

小 野
宮

裕
城 )(

第

回

福

井

団 体 宮    城 長    岡 福   井 旭    川

個 人
(複 )

土 田
土 田
(富

実
外志夫
山 )

堀 江   定
永 桶 俊 一
(長 岡 )

裕
勇

小 野
松 浦
(宮  城 )

大須賀 弘
竹 内
(宮 城 )

行
実

個 人
(単 )

大須賀 弘 行
(宮  城 )

憲 幸
川)

山 本
(旭

金 山 尚 幸
(高 松 )

大久保
(舞
ひとし
鶴 )

第

四

回

米

子

団 体 長    岡 米    子 新 居 浜 鶴    岡

個 人
(複 )

中 本 泰 司
山 本 明 良
(米 子 )

和 彦
弘 行
城 )

山 田
大須賀
(宮

1霧 Él i霙 i雇|
(八  ノ ′

涌 井 正 樹
神 田   実
(長  岡 )

個 人
(単 )

中 本 泰 司
(米 子 )

日 野
t新居浜)豊

砂 野 修 治
(新居浜 )

小竹原
(福
勝 治
井 )

第

五

回

新

居

浜

団 体 新 居 浜 長    岡 米    子 宮    城

個 人
(複 )

神 田   実
涌 井 正 樹
(長  岡 )

日 野   豊
砂 野 修 治
(新居浜 )

田 沢
館 山
(八

寿 一
健 逸
戸 )

大須賀
正 藤
(宮

弘 行
洋 之
城 )

個 人
(単 )

涌 井 正 樹
(長 岡 )

日 野
、新居浜)豊

中 本 泰 司
(米 子 )

林   浩一郎
(長  岡 )

第

ハ

回

ゴヒ

九

州

団 体 新 居 浜 米   子 宮   城 石    川

個 人
(複 )

用し  口J
ア  健
 ´

占
 徊
 耗晃
(窮居賢)

中 野
酒 井
(石

浩
充

→
κ
=
英

川 )

林
岡 村
(長

浩一郎
孝 生
岡 )

小 野 隆 則
小 島   克
(北九州 )

個 人
(単 )

林 浩一郎
(長  岡 )

中 本 泰 司
(米 子 )

山 本
(米
明 良
子 )

蜂 谷
茨

1順

( )城

第

七

回

奈

良

団 体 石    川 米    子 高   知 福    島

個 人
(複 )

酒 井
中 松
(石

充 英
章 一
川)

南   康 一
平 沢 貝1 昭
(福  井 )

伊 藤   浩
岡 村 孝 生
(長 岡)

広 原 洋 司
小 室 勤 三
(茨 城 )

個 人
(単 )

小 田 高 博
(高 知 )

南
福
康
井( ) (

」ビ
に1 見
茨

正

城 )

山 根 直 樹
(津  山)

第

ノ`

回

東

泉

団 体 福    島 新 居 浜 長    岡 富    山
個 人
(複 )
小庄 獣
コ

(茨 薮)二
坂 井 政 彦
前 田 栄 造
(富  山 )

小 田 高 博
北 村   竜
(高 知 )
親́
浩康

、新居浜)享
個 人
(単 )

小 田 高 博
(高 知 )

山 根 直 樹
(津 山)

小 谷 清 史
(米 子 )

中 西 英 夫
(東 京 )

第

九

回

t
庫:

′
lヽ

牧

団 体 福   島 新 居 浜 旭    川 東   京
個 人
(複 )

大 場 岳 史
田 口 義 紀
(仙台電波 )

太 田
阿 部
(鶴 岡 )

海
浩 攀
戸士

仏 山́ 
口 己

t新居浜)享

中 西 英
福 田 正
(東 京 )

夫
宏

個 人
(単 )

黒 沢
~

(泊
、
罰
敏 飯 塚 俊 三

(福 島)
酒 井 謙 一
(福  島)

秋 山
(新居浜)享
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大 会 会場 種  目 1   位 2     位 位
う
０

第

十

回

福

島

団 体 福    島 新 居 浜 佐 世 保 旭    川

個 人
(複 )

酒 井 謙 一
黒 沢 勝 敏
(福  島)

飯 塚 俊 三

簿 葉   淳
(福  島 )

中 西 英 夫
福 田 正 宏
(東 京 )

田 中 博
山 口
(佐世保 )

幸
誠

個 人
(単 )

黒 沢 勝 敏
(福  島 )

飯 塚 俊 三
(福 島 )

井 手 利 秀
(佐世保 )

渡
(li:世 凛 )笙

第
十

回

鈴

鹿

団  体 佐 世 保 茨    城 津    山 都 立 工

個 人
(複 )

井 千渡
(麗世積)iE

西 田 光 宏
谷 本 直 文
(高 知 )

織 新 重膚:(1鮨
:)電

簿 葉
福 田
(福

淳
健太郎
島)

個 人
(単 )

井 手 利 秀
(佐世保 )
渡
(i曇世1軍 )笙

簿 葉   淳
(福  島 )
堀
(警小i責 )走

第

十

回

津

山

団 体 佐 世 保 熊 本 電 波 都 立 工 福    島

個 人
(複 )

六 嘉 孝 信
郷   健太郎
(熊本電波 )

‐ 也
｀
・   l電   _

襲
'i4 

立努:(黒
立王)

辻
木

勉
聡下

(佐世保 )
要
(】世凛)瞳

個 人
(単 )

渡 邊 清 隆
(佐世保 )

元 吉 光一
(都立工 )

細 月1 智 之
(奈 良 )

田 中 真 二
(宇 部 )

第

十

回

新

居

浜

団  体 佐 世 保 熊 本 電波 福    島 富    山

個 人
(複 )

渡 邊 清 隆
濱 野 達 矢
(佐世保 )

野 原 嘉 親
作 内 宗 明
(富  山)

林
樋

禾」 不日
明口 三

(新居浜 )

若 林 政 昭
櫓 原 健 蔵
(神戸市立 )

個 人
(単 )
渡
(澄世凛)笙

久 保 正 高
(高 知 )

本 木   実
(熊本電波 )

斎 賢藤
秋 )(

第

十

四

熊

本

団 体 熊 本 電 波 東    京 福    島 新 居 浜

男

　

子

個人
(複 )

中 島 信 頼
坂 巻 五 郎
(東 京 )

上 野 敏
本 木

弘
実

(熊本電波 )

高 畑
持 本

(

憲
治

:口 ヽ
うFモ ノ

明
幸
高 畠   剛
蔵 本 茂 雄
(石  川 )

個人
(単 )
中 島 信 頼
(東 京 )

本 木   実
(熊本電波 )

田 中 史 八
(旭 川 )

口H~‐
 明高火

7呉 )

女

　

子

個人
(複 )

′lヽ 野 祐 塁竺
(1昂居灸)夫

安 藤 里 美
新 宅 博 子
(奈 良 )

松 原
斉 藤
(旭

ゆかり
早智子
川 )

中 村
及 川

(一

律 子
由 紀
関 )

個人
(単 )
松 原
(旭
ゆかり
川)

上 野 真
(高 知 )

奈 酒 本 亜希子
(津  山 )

安 藤 里 美
(奈 良 )

第

十

五

回

神

戸

団 体 福   島 石    川 旭    川 宇    部

男

　

子

個人
(複 )

井 上 晃 志
井 上 大 輔
(新居浜 )

田 尻 真 一
柴 垣 竜 一
(熊本電波 )

小 西
松 尾
(石

貴
富
川 )

生
雄
松 尾 勝 司
鎌 田   聡
(苫小牧 )

個人
C単 )
中 村 一 義
(福  島 )

蔵 本
(石
茂 雄
川 )

田 尻 真 一
(熊本電波 )

安 藤   毅
(奈 良 )

女

　

子

個人
(複 )

安 藤 里 美
新 宅 博 子
(奈 良 )
笙´ 伸
里

(新居浜 )

石 橋 友 加
平 田 宏 美
(有 明 )

斉 藤
松 原
(旭

早智子
ゆかり
川 )

個人
(単 )

美安 藤 里
(奈 良 )

松 原
(旭
ゆか
川 )
り 上 野 真 奈

(高 知 )
平 尾 な
(高 知 )

み

第

十

ハ

回

茨

城

団 体 宇    部 苫 小 牧 福    島 新 居 浜

男
　
子

個人
(複 )

立 石 健 一
城 戸 幸 信
(有 明 )

本 田 秀 一
松 原   輝
(長  岡 )

小 笹
渡 辺
(福
秀
島)

優
樹

↓ 輔薔
(:|:居 iiさ ):司

個人
(単 )
安 藤
(奈 良 )

毅 塩 見 浩 二
(新居浜 )

松 岡 利 幸
(宇 部 )

ルディ・ハンジャヤ
(鈴 鹿 )

女

　

子

個人
(複 )

泉   真由美
築 城 久美子
(奈 良 )

二 次 真 美
柴 垣 智 美
(熊本電波 )

平 田 宏 美
宮 木 理 恵
(有  明 )

三 條 公美子
高 橋 千 春
(苫小牧 )

個人
(単 )
平 田 宏 美
(有 明 )

柴 垣 智 美
(熊本電波 )

松 原
(旭
ゆかり
川) (

谷 智 美
呉
ヽ
ノ
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大 会
ハ ■旦
バ リ 勿 種  目 1   位 2       位 位

第

十

七

回

米

子

団 体 宇    部 有    明 長    岡 奈    良

男

子

個
(

人
複 )

毅
典征

良

藤
谷
奈

安
岸

尾 勝 司
田   聡
(苫小牧 )

松
鎌

一
信

健
幸
明

石
戸
有

立
城

輝

章
原
橋
長

松
高

岡

個  人
(_単 )

安 藤
福 島

毅 橋
F
Eて 岡

章==F■ 田
高
春
松

安 牧 嶋 隆 光
(有  明 )

女
　
子

個 人
(複 )

美
子
由
美
＞

真
久
良

泉

築 城
奈

春
香日
＞

千
明
牧′―「

橋
皇
苫
子
＜

高
戸

佳
子由
＞

美
真
子

佐
田
米

岩
稲

夏
子由
＞

千
真
川

島
辺
石

福
渡

個 人
(単 )
泉
奈

美由
＞

真

良
松 原 ゆかり
(旭 川 )

「
Ｅ由
＞

美

田
山
秋

圭日 稲 田 真由子
(米 子 )
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体戦

競 技 成 績 記 録 用 紙

試合m ( )高専 対  ( )高専

D
r

()i 1

l()
Sl

′

()1 (    )

S2 (     ) (     )

試合m ( )高専 対  ( ) 高専

D (     )

r
i      ~     

｀

:   ~   :

、    _     : リ

(     )

′

(  ){
t

Sl (     )

S2 (    ) (     )

試合m ( )高専 対  ( ) 高専

D (    )

「    -    1:         :

1      ~       「
t     ~     J

(    )

Sl (

「    -    1)1 - }
t    ―    J

(    )

S2 (     ) (     )

試合m ′
ヽ )高専 対  ( )高専

D (    )

1

卜(  )
j

Sl (    )

f    -    1
1        1

1 ~ :

t    ~    リ

(    )

S2 (    )
∫ I
ヽ

t ~
(    )
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=個人戦=

臨 選  手   名 ス   コ   ア 選  手  名

(    )

r    -    1
1         :

l 三 i
 `          ′

(    )

(    )

ｒ

ｉ

ｌ

く

ｌ

ｉ

ｔ

ヽ
ｌ

ｌ

ゝ

ｌ

ｌ

リ

(    )

(    )

「
    -    1

{ 一 }
t ― J

(    )

ヽ
ノ

ｒ

ｉ

‥

く
１

ｌ

ｔ

ヽ
ｌ

ｌ

ゝ

ｌ

ｌ

′

ｒ

ｉ

ｌ

く

ｌ

ｌ

ｋ

ヽ
ｌ

ｌ

ゝ

Ｉ

Ｉ

リ

ｒ

ｉ

ｌ

く
ｌ

ｉ

ｔ

ヽ

ｌ

ｌ

ｒ

ｌ

リ

ｒ

ｉ

ｌ

く
ｌ

ｉ

ｔ

ヽ

１

１

≫

ｌ

ｌ

リ

)

ｒ

ｉ

ｌ

く
ｌ

ｉ

ｔ

ヽ
ｌ

ｌ

ゝ

ｌ

ｌ

リ

ヽ
ノ

ｒ

ｉ

ｌ

く

ｌ

ｉ

ｔ

ヽ
ｌ

ｌ

ゝ

１

１

′

(    )
f    -    1
2      -     ι

t    ~    J

(    )

(    )

「    -    1
]        :

l三 ∫
(    )

ｒ

ｌ

，

ｌ

ｉ

ｔ

ヽ
ｌ

ｌ

ゝ

ｌ

ｌ

リ

ｒ

ｉ

Ｊ

ｌ

ｌ

ｔ

、

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

リ
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バ ドミントン競技会場

長 根 公 園 総 合 運 動 場

競技場平面図
三階平面図

じ>

会 81 室
女子ダ グアウト

器 具 庫

変
電
室

トイ

倉

　

庫

事 務 室 器  具  庫

ホ

ワ

イ

エ

グ ア男子ダ
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〃ヽ″
社△
〓一ソヽ

クタ

はち のへ

八 戸 地 区 (市外局番 0178)

三 八 五 タ ク シ ー

文 化 タ ク シ ー

ポ ス トタ ク シ ー

マ ル イ タ ク シ ー

大 石 タ ク シ ー

(市外局番 0178)

五 戸 タ ク シ ー

三八五観光ハイヤー

(市外局番 0178)

十 和 田 タ ク シ ー

三 本 木 タ ク シ ー

八 甲 タ ク シ ー

タ ク

0176)

ン  ~

ン  ー
まるふじ

丸 藤 タ ク

(43)

(22)

(22)

(45)

(45)

0385

1000

4156

0101

0024

八 戸

県 南

興 産

藤 金

富 岡

ン '~

ン '一

ン '一

ン '~

ン ・
~

(22)

(22)

(25)

(22)

(28)

1181

1107

5301

3146

2341

タ

タ

タ

タ

タ

ク

ク

ク

ク

ク
ご  のヘ

五 戸 地 区

と わ  だ

(62) 12161

(62)13141

(23)(3155

(23)′7155

(23)(3155

(55)13155

(55)3455

へい わ

平 和 タ ク シ ー

十和田観光タクシー

青 森 タ ク シ ー

奥入瀬 タク シー

(62)3271

(23)13131

(23)15155

(23)3555

十 和 田 地 区

ろく のへ

六 戸 地 区 外局番「

ら
票

ｒ
ヽ

ギ
一
‥
ニ

お

・‥“ つばめタクシー  (55)3161

八戸・ 五戸地区  (市外局番 0178)

八戸赤十字病院

八戸市立市民病院

青森労災病院

五戸総合病院

《救 急 病 院 》

(2'7)(3111

(43)(3131

(33)1551

(62) .3111

八戸市田面木字中明戸 2

八戸市糠塚字古常泉下 7

八戸市白銀町南ケ丘 1

五戸町沢向17-3

十和田・ 六戸地区  (市外局番 0176)

十和田市立中央病院  (23)5121

六戸町立病院    (55)3121

十和田市西十二番地14-8

六戸町犬落瀬字後田42-1
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祝  第18回全日本高等専門学校バ ドミン トン選手権大会

総合建設業

⌒
■

代 表 取 締 役
石

上
栄

一

本   社 八戸市類家四丁目2-26   TEL(0178)45-8899(代表)

仙台出張所 仙台市宮城野区燕沢東三丁目19-13 TEL(022)253-1635

宇
〓

豊かな社会②基礎
|づ
くりに園敵する②

■会社概要

設立/1959(昭和34)年 8月  資本金/
12億6000万 円 社員数/1979名 完成工
事高/1161億 円 (94.3実績)事 業内容/
総合建設業 (土木 。橋梁・′イプライン・建築

等の企画・調査、設計、施工)事業所/
横浜本社、関西本店、支店 :名古屋・九

州 0東北 0広島 営業所 :全国に21ヵ 所 横浜ベイブリッジ (当社施工)

lNIKKグルーフ
°

■■

■■

〒230神 奈川県横浜市鶴見区小野町88 8045-505-7112

.^嵐鉦

NVT
_'く
,膠



祝 第18 ロ 全日本高等専門学校バ ドミン トン選手権大会

昭和シェル石油(株)特約店
モ ー ビル石油(株)特約店

株式会社 F」 【ヽ審
本社  イ山台市青葉 区上杉―丁 目 6番 6号

(第 2イ ースタンビル)

丁EL(022)262-4511代 )〒 980

仙台直売営業所 1電|(022)262-4511(代 )

電(022)366-2311←り
電(0225)93-1524←り
電 (0229)22-2482←り

1電|(0229)28-3871“ t)

電(0229)83-3331“博
i電|(0225)53-2121(代 )

冒目(0225)45-3061“ :t)

気仙 沼 営 業 所

八 戸 営 業 所

宮 古 営 業 所

釜 石 営 業 所

磐 城 営 業 所

銚 子 出 張 所

釧 路 営 業 所

電 (0226)23-3730“代)

電 (0178)34-1411い :)

電(0193)62-5515“ :り

電(0193)22-4580← |じ

:冒

冒|(0246)55-8231“ t)

電(0479)25-3122“博

電(0154)25-6171“代)

所

所

所

ス
所

所

所

所

業

業

業

ガ
業

業

業

業

由

営

営

営

石
事

営

営

営

釜

巻

川

化
川

子

川

川

塩

石
古

液
古

鳴

女

鮎

電灯 0動力設備・受変電設備・防災設備・設計・施工

《D》 三和電業株式会社
代表取締役 ノlヽ笠:原  和力日子

〒031八戸市吹上―丁目9-5
燿,(0178)43-6002〔鱒O F A X43-3486



祝 第18 ロ 全日本高等専門学校バ ドミン トン選手権大会

日本バドミントン専門店会加盟店
バ ドミン トンプ ロシ ョップ

瀑璽瀑璽ヽ面
ラケツトシヨツプササキ

佐々木 寿 男

八戸市吹上―丁目8-498(FAX)45-0028
日本バドミじ卜し専門店会で13、 シャトι・ガ

ット・シュース等のオリジサ′じ商品t発売してい
ま電。専門店会●商品だから可能な数多くの優

しさに、是非一度触れてみてください。

サ キ

結輌とお届けしき,一 ―

zz=z圏
=5躙
観ИF μ醐鵬り・ RE口5口N

″″lzum口   匡口回頭ヨぶ)▼ YONEX.

●チラシ
あらゆるニーズに

最新 システムで

対応します

●ポスター

●パンフレット

●新聞・文集

●各種伝票・ DMな どの各種印刷

■森卑口新聞性印刷局
八,i市大・7:田 J孫 11田「 12 1雪0178(43)1621《 D FAX0178(43)1419



祝 第18 全日本高等専門学校バ ドミン トン選手権大会ロ

｀
信 頼 性、、をモ ッ トー に多 様 な

商 品 展 開 で お 応 え し ま す

科学機器・理科実験用器材

電子計測器・ 環境測定機器

株式会社 成 瀬 理 工
本   社
八戸営業所
一関営業所
釜石営業所
北上営業所

盛岡市上田三丁 目8-29
八戸市田面木字上画面木65
-関 市赤荻字荻野303-9
釜 石 市 新 町 13-12
北 上 市 村 崎 野 15-284

〒02o T EL
T039‐ 1lT EL
T021 T EL
〒026 T EL
T024 T EL

(0196)23-1256
(0178)27-3271
(0191)25-5192
(0193)23-6684
(0197)66-5380

(0196)54-5470
(0178)27-3272
(0191)25-5182
(0193)23-6524
(0197)66-5379

FAX
FAX
FAX
FAX
FAX

総 合 建 設 業

◎ 石上工務店
代表取締役 石 上 勝 雄

本   社 八 戸 市 大 字 石 手 洗 字 一 本 木 26-1
TEL代 表 0178-96-5855 F A X 0178-96-4442

青 森 市 大 字 合 子 沢 字 松 森 248-1
TEL    0177-38-9400 FA、 X0177-38-9400

青森営業所

ヽ
巴

八戸預化ガス株式景社

取扱品目 :プロバンガス、灯油、ガス器具、台所、お風呂の増改築

ガソリンスタンド 石堂SS 卸センターSS 八戸城下SS
資露28…-0949     2,28--3623    燿,46……2485

本    社 0八戸市長苗代三分谷地 1の 32
ガスショップ・八戸市六日町22(中央通 り)

町

TEL(28)2111(代)
TELに 5)0040
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〒031 本社 奇森県入′市江陽二丁 目18-37 TEL(0178)24-3331
FAX(0178)44-6018

JOMOグループも応援します。

日鉱石油販売株式会社

JOMO 八戸営業所 421八戸市下長二丁 目3番31号
下長第ニオフィス 8号

TEL.0178-20-1251 FAX.0178-20-1252
仙台支店 980仙台市青葉区本町一丁 目6番 17号
TEL.022-264-151l FAX.022-263-8944
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青森支店・八戸支社

住 所 八戸市柏崎一丁 目11-17
TEL 0178(43)9226
FAX 0178(44)5054

藤
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玄1公   △   1「圭] 言』L
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0東 邦建設 基荘
代表取締役  佐々木 正 雄

八戸市小中野八丁目12-20  雪 0178-45-4405
F AX 0178-45-1791

県下一円、真心ネントワ~クのハイクオリティ・ミディアムワゴン

冑 酔 ヨ暉C==|レ∠コLD′ NIレ∠コ 本社/青森市合浦2丁 目 80177-42-2111

FIex-Footwork
Neo‐ Uti‖ t

Exterior & Function

r‐ En lneH

勝つための食事 アスリー ト食。
スポーツ選手にとって、試合の当日は最高の能力を問われる時。そして勝利のためのエネルギー源は、正し
いコンサルティングに基づく食事。厳 しい トレーニングと、競技に相応した栄養を、日頃からおいしく摂取
することが強いアスリー ト (=競技者)を育てます。

シダックス株式会社は、全国1,826ヵ 所のオフィス、病院、学校などに一日37万食を提供している会社。私た

ちはこのノウノ`ウとスケールメリットを活かして、スポーツ選手がトレーニングの成果を最大限に発揮でき
るよう、アスリー ト食の研究に取 り組んでいます。

●0。

SIIDパX
健康で豊かな食文化を創造する

シダックス株式会社
本社 〒163-02東京都新宿区西新宿2-6-1新宿住友ビル 803-3343-63310

骰機

黎
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■連続伝票 ■オフセット印刷 ■フォーム印刷 ■カラーコピー

澤F I EI刷層末式会 ネ1
〒031八戸市新井田字鷹清水9-11
丁EL (0178)34-5331代

)

FA×  (0178)34-6078番

▲
」L

▼
」AL
MiTSUBISHI
PIAPER M:LLS
LIM:TED

地域と調和 し未来を拓 く
世界に躍進する高級紙一貫メーカー

三菱製籠圧株式会社八戸工場
青森県八戸市大字河原木字青森谷地 〒031
電話0178-29-2111(案 内台)F A X0178-29-2750

Lx」 フリーダイヤル(通話料無料)

0120‐ 43‐1828
HO:M:ECARE

暮らしの汚れをフレッシュアップ !

清潔で快適な
｀
衣
″`
食
″`住″空間づ

づくりを応援します。

青森県′ヽ夕市大字根城字人久保 9各地72

キョウエイ0ホーム0ケア0ジ ャパン

事業部
代 表 松 村 具に子

●ミネラルたつぷりの温泉効果、高いと思われがちの

24時間風呂もお湯の入替えはほとんど不要なので

経済的。″

oliy20 ワンタッチ循環

ホームバスシステム

TE22-8032(内線13)

代 表 西 澤 清 子

今、人気急上昇24時間風呂

バスファミリーキョウエイ
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くすリハカネコ
(創業200年 )

医薬品・衛生材料

限
社
有
会 全子安兵衛商店

八戸市23日 町 (バ ス停前)

日,0178(44)0910

Q mi r,etrlrnt Iolo.l t-Erlt.ltar O ttlmtaa

=語
東北g〕g商会

八戸支店/八戸市柏崎四丁目16-1
燿雪'  0178-43-5171

F A X 0178-22-3113

八 戸 給 油 所/八戸市柏崎4-16-1
八戸西給油所/八戸市根城4-6-21
八戸沼舘給油所/八戸市沼舘3-4-9

丁 EL(43)5171
1‐ E:l_(22)0016
丁 EL(45)2226

Ｔ
Ｅ
Ｉ

【営業品目】

CNC工作機械 。省資源設備機器

株式会社 サ サ 商 会
〒031八 戸 市 白 銀 4-18-11

TEL 0178-31-0025
FAX 0178-31-0026



大 会 本 部

八戸工業高等専門学校学生課学生係

第 18回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会実行委員会

〒039-11 八戸市田面木字上野平16-l  TEL(0178)27-5234

(八戸市体育館連絡先 )

〒031 八戸市売市字輿遊下 3   TEL&FAX(0178)46-2798



′

ノ

‘

▲

“
‐
「

‐

プロのニュー・フイソメトリック 目円議品

第12回アジア競技大会

広島19〔И

ヨネックスは広島アジア大会バドミ

ントン競技に於て高品質、高性能

が認められ、公式サプライヤーに選

定されました。    HA(Xた 0121

ラケットに形状革命をもたらせた、あのアイソメトリック

に新機能を搭載 した ニューアイソメトリックが登場。安定

したコントロール性、優れた操作性に加え、タテストリング

を長くしたロングストリング設計だから、スウィートスポッ

トは縦に20%広 がリパワー が集中。より高い打点からの

スマッシュを可能にしました。トップ選手の厚い信頼に応

えるヨネックスが世界に向けて贈ります。その破壊力と凄味

は、まさにプロの持ち味、「食い込むスマッシュ」です。

ヨネックス株式会社

東 京/TEL田 -3田6-1221代  1山台/TEL腱2-232-1221代
大 阪/TEL“ -768-7261代  福岡/TEL 092-472-8751代
名古屋/TEL O震 -3田 -5541代』50″ F=Hrご F"a go●

■アイソメトリック プロ 8oo/ISOMETRIC PR0 800¥20,000う 511考弄ι
」
舅母薇騨り1撃

含まれておりません)

■素材 :オールカーボンフレーム/高弾性カーボンシヤフト ロサイズ :3U4・ 5/2U4・ 5
●
■
Ｕ

スウィートエリアの力が広がった。
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ニューアイソメトリックとは

スウィートスポット部分のタテとヨコのストリングが

従来より長い高反発ロングストリング設計だ。

だからスウィートエリアが21%も広がリパワーアツプ。

より高く、より鋭いスマッシユが決まる。


